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令和６年度までの食品ロス量の推移について 

 

 

１　食品ロス削減の全体目標について 

　　県は、令和元年１２月に、２０５０年に向けた「ぐんま５つのゼロ宣言」を表明し、そ

の中の宣言５において２０５０年までに食品ロス「ゼロ」を目指すことを掲げました。県

推進計画では、食品ロス「ゼロ」の実現のため、令和１２（２０３０）年度までに、令和

元（２０１９）年度比で食品ロス量を３分の１削減することを目標にしています。 

　　本市は、令和１４年度までの計画期間であるため、令和１２年度時点で基準年度比３分

の１削減を踏まえつつ、同じ削減率を維持した令和１４年度の目標を以下のとおり設定し

ます。 

　　なお、この目標は、国が掲げている「食品ロスを２０３０年度までに２０００年度比で

半減」よりも積極的なものとなります。 

 

 

 

２　渋川市の令和６年度までの食品ロス量(推計)の推移について 

 

基準値
（令和元年度）

令和１２年度時点
目標値

（令和１４年度）
3,877 トン 2,585 トン 2,326 トン

家庭系食品ロス量 1,722 トン 1,148 トン 1,033 トン
事業系食品ロス量 2,155 トン 1,437 トン 1,293 トン

- ▲33％ ▲40％

区分

市内食品ロス量（総量）

基準値からの削減率



３　結果及び考察 

　　令和元年度から令和６年度までの渋川市における家庭系食品ロス量は、継続的に減少

しており、令和元年度比で約２１％の削減を達成しています。一方、事業系食品ロス量

については、令和元年度比で約１０％の増加となっています。令和４年度から令和６年

度にかけては約２％減少しているものの、令和元年度比４０％削減という目標の達成に

向けては、さらなる削減が必要な状況です。このことから、今後は事業者への啓発や食

品ロス削減に向けた取組を一層推進していく必要があります。


